


　
平
成
19
年
度
の
決
算
の
内

容
は
、
歳
出
決
算
額
54
億
５

８
６
０
万
６
７
０
３
円
で
前

年
度
比
１
０
０．

７
％
で
あ

り
ま
し
た
。

　
決
算
額
が
前
年
度
よ
り
増

加
し
た
要
因
は
、
総
務
費
︵
退

職
者
数
の
増
︶・
民
生
費
︵
福

祉
・
医
療
費
の
増
︶・
衛
生
費

︵
ご
み
処
理
負
担
金
の
増
︶

に
よ
る
も
の
が
主
な
も
の
で

あ
り
ま
し
た
。

　
町
の
財
源
は
町
税
等
の
自

主
財
源
、
国
・
県
か
ら
の
交

付
金
や
支
出
金
等
の
依
存
財

源
に
よ
る
も
の
で
す
が
、
平

成
19
年
度
は
税
法
改
正
に
よ

る
町
税
の
伸
び
等
で
自
主
財

源
が
52.7
％
と
50
％
を
上
回
り

ま
し
た
が
、
そ
れ
を
維
持
す

る
の
み
で
は
な
く
、
歳
入
重

視
の
財
政
基
盤
の
強
化
並
び

に
財
政
運
営
を
図
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。



　
本
年
度
の
普
通
会
計
の
決
算
状
況
を
見

る
と
、
実
質
収
支
比
率
は
3.7
％
と
財
政
の

必
須
の
要
件
は
確
保
し
て
い
る
が
、
実
質

単
年
度
収
支
で
は
９
千
797
万
円
の
赤
字
と

な
っ
て
い
る
。
決
算
額
は
、
歳
入
が
前
年

度
比
0.7
％
増
、
歳
出
が
0.6
％
増
と
な
っ
て

お
り
、
決
算
規
模
が
拡
大
し
て
い
る
。
ま
た
、

平
成
19
年
度
末
の
地
方
債
︵
町
の
借
金
︶

は
約
59
億
と
前
年
比
99.6
％
と
な
っ
て
い
る
が
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
る
。

　
特
別
会
計
で
は
、
国
民
健
康
保
健
事
業

に
一
般
会
計
か
ら
９
千
500
万
円
の
繰
入
を

行
わ
な
け
れ
ば
維
持
で
き
な
い
状
況
で
あ
り
、

よ
り
一
層
の
徴
収
率
の
向
上
と
医
療
費
の

縮
小
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

　
な
お
、
平
成
19
年
度
か
ら
審
査
す
る
こ

と
と
な
っ
た
財
政
健
全
化
判
断
比
率
及
び

資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て
は
、
早
期
健
全

化
基
準
を
下
回
っ
て
お
り
、
良
好
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
。

　
今
後
も
地
方
交
付
税
を
は
じ
め
と
す
る

依
存
財
源
は
減
少
し
、
さ
ら
に
高
齢
化
に

よ
る
医
療
費
の
増
大
及
び
公
債
費
等
、
一

段
と
財
政
が
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。
従
っ
て
町
税
及
び
各
種
使
用
料
等

の
徴
収
率
の
向
上
を
は
じ
め
と
し
た
歳
入

の
確
保
と
更
な
る
自
立
推
進
計
画
の
実
行
、

特
に
歳
出
の
削
減
に
努
め
、
な
お
一
層
の

健
全
な
財
政
運
営
を
期
待
す
る
。

※実質赤字収支、連結実質赤字収支が黒字である場合は、
　「−」表示しています。

　地方財政健全化法により、平成19年度の

決算から４つの指標（実質赤字比率・連結

実質赤字比率・実質公債費比率・将来負担

比率）を公表することになりました。４つ

の指標がひとつでも早期健全化基準を上回

ると「黄信号」、財政再生基準以上になると

「赤信号」の状態を意味し、速やかに計画

を策定し健全化を図らねばなりません。

平成19年度

早期健全化基準

財政再生基準

実績赤字比率

—

15％

20％

連結実績赤字比率

—

20％

40％

実績公債費比率

11.20％

25％

35％

将来負担比率

26.90％

350％

—



　
平
成
19
年
度
の
一
般
会
計

及
び
９
特
別
会
計
の
歳
入
歳

出
決
算
に
つ
い
て
、
９
月
11

日
か
ら
18
日
ま
で
の
間
に
わ

た
り
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。

　
審
議
に
当
た
っ
て
は
、
主

要
施
策
の
成
果
説
明
書
で
あ

る
事
業
実
績
報
告
書
を
中
心

と
し
て
、
各
課
ご
と
に
予
算

が
ど
の
よ
う
に
事
務
事
業
に

反
映
さ
れ
た
か
の
概
要
聴
取

を
行
い
ま
し
た
。

　
特
に
歳
入
に
つ
い
て
は
町

税
を
は
じ
め
、
補
助
金
、
そ

の
他
収
入
確
保
の
努
力
が
十

分
に
な
さ
れ
そ
の
実
績
が
上

が
っ
て
い
る
か
、
歳
出
に
つ

い
て
は
、
支
出
が
適
正
か
つ

公
平
に
執
行
さ
れ
て
い
る
か
、

予
算
の
流
用
、
予
備
費
の
充

当
は
適
正
か
、
補
助
金
の
効

果
は
あ
が
っ
て
い
る
か
、
ま

た
む
だ
な
支
出
が
な
か
っ
た

か
を
精
力
的
に
審
査
し
、
そ

の
結
果
、
下
記
の
よ
う
な
指

摘
を
し
て
、
全
員
一
致
で
認

定
し
ま
し
た
。

　
補
償
費
の
分
担
を
契
約
書
の

中
に
反
映
さ
せ
る
か
検
討
す
る
。

　
予
算
編
成
時
期
に
、
各

担
当
課
長
に
１
，

０
０
０

円
で
も
計
上
す
る
よ
う
指

導
す
る
。

　
ボ
ー
ト
収
益
を
上
げ
る
た
め

に
ナ
イ
タ
ー
の
場
間
場
外
発
売

を
増
や
す
よ
う
に
地
元
住
民
の

方
に
お
願
い
し
て
い
る
。

　
競
艇
施
行
組
合
に
は
、
収
益
が
で
な
い

な
ら
最
低
補
償
金
を
交
付
す
る
よ
う
、
お

願
い
し
て
い
る
。

　
歳
入
欠
陥
に
対

し
て
適
切
な
指
導
を
行
っ
た

か
。

　
新
年
度
予
算
査

定
時
に
お
い
て
、
前
年
度
最

終
補
正
予
算
に
お
け
る
歳
出

予
算
を
調
整
し
、
歳
入
予
算

に
つ
い
て
も
再
確
認
し
て
歳

入
欠
陥
と
な
ら
な
い
よ
う
各

課
、
係
に
強
く
指
導
し
た
。

　
町
税
の
滞
納
繰

越
分
全
件
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
見
直
し
て
い
く
か
。

　
時
効
の
適
正
管

理
は
Ｈ
19
年
度
も
引
き
続
き

行
っ
た
。
滞
納
シ
ス
テ
ム
の

導
入
に
よ
り
精
度
を
高
め
て

い
く
。

　
ふ
れ
あ
い
の
里

の
利
用
者
が
減
少
傾
向
に
あ

る
。

　
指
定
管
理
者
と

連
携
を
と
り
、
運
営
状
況
、

利
用
状
況
の
把
握
を
行
い
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
等
の
実
施
に

よ
り
利
用
の
促
進
を
図
り
、

収
入
の
増
を
図
っ
た
。



　
残
菜
率
は
、
小
学
校
5.3
％
・
中

学
校
12.3
％
で
あ
る
。
今
後
は
土
に

戻
す
改
良
効
率
を
も
う
少
し
上
げ

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

　
専
門
書
や
料
理
の
本
な
ど
が
主

に
紛
失
し
て
い
る
。
指
定
管
理
者

と
今
後
は
対
策
を
練
る
が
、
盗
難
、

紛
失
を
防
ぐ
た
め
に
、
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置

も
費
用
対
効
果
を
考
慮
し
な
が
ら
検
討
し
た

い
。

　
学
校
開
放
事
業

の
プ
ー
ル
開
放
に
つ
い
て
利

用
者
が
激
減
し
て
い
る
。

　
全
地
区
を
対
象

に
開
放
事
業
を
実
施
、
今
後

も
教
育
委
員
会
、
学
校
と
協

議
し
て
い
く
。

　
教
育
委
員
会
の

予
算
執
行
の
面
に
お
い
て
執

行
残
の
件
数
が
多
い
。

　
自
立
推
進
計
画

に
基
づ
き
経
常
経
費
の
削
減

と
し
て
維
持
管
理
費
の
節
減
、

予
算
の
有
効
活
用
を
実
施
。

不
要
額
は
最
終
補
正
予
算
で

減
額
す
る
よ
う
指
導
し
た
。

　
国
保
税
の
更
な

る
徴
収
率
の
向
上
に
努
め
る

こ
と
。

　
収
納
対
策
委
員

会
の
取
り
組
み
で
前
年
度
決

算
に
基
づ
き
関
係
各
課
よ
り

徴
収
実
績
の
報
告
を
受
け
更

な
る
徴
収
率
向
上
に
つ
い
て

協
議
し
た
。





　
最
近
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
る
﹁
食
の
問
題
﹂
は
、
食
品

偽
装
や
改
ざ
ん
、
米
の
事
故
米
流

通
と
何
を
信
じ
て
い
い
の
か
わ
か

ら
な
い
状
況
で
す
。

　
そ
こ
で
第
一
常
任
委
員
会
は
、﹁
学

校
教
育
に
お
け
る
食
育
﹂
に
つ
い

て
調
査
、
審
議
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
学
校
に
お
け
る
食
に
関

す
る
教
育
は
、
各
学
校
で
作
成
す

る
﹁
食
に
関
す
る
全
体
計
画
﹂
と
﹁
年

間
指
導
計
画
﹂
に
沿
っ
て
実
施
さ

れ
て
お
り
、
具
体
的
に
は
、
弁
当

の
日
、
稲
作
体
験
、
サ
ツ
マ
イ
モ

や
野
菜
の
栽
培
を
行
い
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

で
は
、
給
食
委
員
会
を
中
心
に
給

食
の
試
食
会
、
給
食
委
員
会
だ
よ

り
の
発
行
、
も
ち
つ
き
大
会
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
育

委
員
会
で
は
、
夏
休
み
の
親
子
料

理
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
学
校
給
食
に
お
い
て
は
、
今
年

の
10
月
か
ら
米
飯
給
食
す
べ
て
に

遠
賀
町
産
の
れ
ん
げ
・
菜
の
花
米

が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
も
っ

と
学
校
給
食
に
遠
賀
町
産
の
食
材

が
扱
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
遠
賀

町
や
遠
賀
郡
で
生
産
さ
れ
る
も
の

を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
方

法
を
検
討
し
、
積
極
的
に
推
進
し

て
い
く
よ
う
指
摘
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
食
育
の
推
進
に
あ
た
っ

て
は
、
各
家
庭
が
大
き
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
平
成
17
年
度
に

教
育
委
員
会
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
は
、
本
町
に
お
け
る
児

童
生
徒
の
朝
食
摂
取
率
は
96
％
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
こ
の
結
果
に

安
心
す
る
の
で
は
な
く
、
学
校
や

家
庭
、
児
童
生
徒
の
意
見
を
広
く

聴
取
し
、
現
状
を
よ
り
正
確
に
把

握
す
べ
き
で
、
そ
の
た
め
に
は
、

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

の
機
能
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
も
不

可
欠
と
の
指
摘
も
行
い
ま
し
た
。

　
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
教
育

委
員
会
が
主
体
と
な
っ
て
、
各
所

と
の
連
携
を
図
り
、
遠
賀
町
に
お

け
る
食
育
を
推
し
進
め
て
い
く
よ
う
、

町
長
並
び
に
教
育
長
に
報
告
、
依

頼
し
ま
し
た
。



リーダー研修会の実施、
地域や活動団体からの人材発掘、
女性研修の翼への参加促進を
３つの主要事業として掲げている。

（単位　％）

※地方自治体法202条の３に基づく審議会（法律や条例に基づいて設置され、調停、審査、審
議または調査を行う機関）を対象としている。広域圏で設置している審議会等は含まない。



一般利用が確保でき、利用は併用だが
　中学校が優先で管理運営をしていく。



来年度から５回の実施をする方向で
　検討している。



指導工夫改善教員をいかに
活用するかということで進んでいる。



　
９
月
27
日
・
28
日
、
岐
阜
県
海

津
市
﹃
長
良
川
国
際
レ
ガ
ッ
タ
コ

ー
ス
﹄
に
お
い
て
全
国
市
町
村
交

流
レ
ガ
ッ
タ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
全
国
か
ら
11
多
い
101
チ
ー

ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
遠
賀
町
か
ら
は
、
議
会
チ
ー
ム
・

壮
年
男
子
チ
ー
ム
︵
な
ん
で
ん
か

ん
で
ん
︶・
壮
年
女
子
チ
ー
ム
︵
ロ

ッ
ク
ベ
ア
ー
ズ
︶
の
３
チ
ー
ム
が

出
場
し
ま
し
た
。

　
年
々
レ
ベ
ル
が
高
く
な
る
中
、

議
員
チ
ー
ム
は
、

善
戦
す
る
も
予

選
レ
ー
ス
で
５

チ
ー
ム
中
４
位

と
な
り
、
翌
日

の
敗
者
復
活
戦

で
は
、
５
チ
ー

ム
中
３
位
︵
上

位
２
チ
ー
ム
進

出
︶
で
惜
し
く

も
準
決
勝
進
出

は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
温
暖
化
の
影
響
か
、
季
節
の

変
わ
り
目
に
多
少
の
ず
れ
が
あ

る
が
、
田
畑
の
畦
道
・
川
沿
い

の
土
手
に
、
初
秋
を
知
ら
せ
る

真
紅
の
彼
岸
花
が
、
時
を
待
ち

規
則
正
し
く
咲
い
て
い
る
。
そ

の
姿
に
感
動
と
実
り
の
秋
を
実

感
す
る
。

　
ま
だ
ま
だ
残
暑
が
残
る
が
、

朝
夕
の
涼
し
さ
に
、
虫
の
声
が

日
暮
れ
と
と
も
に
聞
こ
え
、
秋

の
憂
愁
に
心
が
静
ま
り
、
風
の

音
や
野
生
の
木
々
も
色
づ
き
始

め
る
頃
、
今
年
も
残
り
二
カ
月

た
ら
ず
と
、
一
年
間
の
短
さ
を

感
じ
る
。

　
﹁
わ
が
ま
ち
の
伝
統
文
化
﹂

も
第
５
回
目
の
掲
載
に
あ
た
り
、

こ
れ
ま
で
地
域
行
事
の
編
集
に

快
く
お
引
き
受
け
く
だ
さ
い
ま

し
た
皆
様
方
に
、
広
報
委
員
一

同
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
も
歴
史
あ
る
伝
統
文
化

を
守
り
継
が
れ
て
い
る
地
域
行

事
を
、
議
会
だ
よ
り
で
町
民
の

皆
様
に
幅
広
く
お
知
ら
せ
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
広
報
活
動
に
ご
協

力
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
　
　
　
　
舛
添
　
清
美


